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(57)【要約】
　本発明は技術的設備または技術的プロセスの警報メッ
セージを管理するための警報管理システムに関し、警報
メッセージはデータ処理装置へ供給され、ディスプレイ
モジュール41、42、43…4nにより提示されることができ
る。データ処理システムは、係属中の警報メッセージを
表す異なる方法で警報チャンネルK1、K2、K3を作成する
ためのモジュール10を有し、モジュール10により作成さ
れた各警報チャンネルK1、K2、K3はディスプレイモジュ
ール41、42、43…4nのうちの１つに関連され、ディスプ
レイモジュール41、42、43…4nはリストの警報クラウド
、または音響信号および／または警報記録を伴った表示
の形態の警報メッセージを与える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　技術的設備または技術的プロセスの警報メッセージを管理するための警報管理システム
であって、前記警報メッセージはデータ処理装置へ供給されることができ、ディスプレイ
モジュール（41、42、43…4n）を使用して提示されることができる前記警報管理システム
において、
　前記データ処理装置は前記それぞれの係属中の警報メッセージの異なるタイプの提示の
ために警報チャンネル（K1、K2、K3）を作成するためのモジュール（10）を有し、前記モ
ジュール（10）を使用して作成された各前記警報チャンネル（K1、K2、K3）はそれぞれ前
記ディスプレイモジュール（41、42、43…4n）の１つへ割当てられており、前記ディスプ
レイモジュール（41、42、43…4n）はリストおよび／または警報クラウド、および／また
は音響信号および／または警報経歴を伴った提示の形態で前記警報メッセージについての
提示タイプを提供することを特徴とする警報管理システム。
【請求項２】
　前記作成された警報チャンネル（K1、K2、K3）は通信チャンネルの形態であり、前記警
報メッセージを前記ディスプレイモジュール（41、42、43…4n）へ送信することと意図さ
れていることを特徴とする請求項１記載の警報管理システム。
【請求項３】
　前記対応するディスプレイモジュール（41、42、43…4n）への割当てに関する境界条件
（50）は前記作成されたチャンネル（K1、K2、K3）に対してそれぞれ規定され、各チャン
ネル（K1、K2、K3）に対する比較モジュールは前記警報メッセージを一致について前記関
連される境界条件（50）と比較し、前記それぞれのチャンネル（K1、K2、K3）の前記関連
される境界条件（50）と一致する警報メッセージは提示の目的で前記それぞれのチャンネ
ル（K1、K2、K3）の前記対応するディスプレイモジュール（41、42、43…4n）へ供給され
ることができ、前記対応するディスプレイモジュール（41、42、43…4n）への割当てに関
する前記関連される境界条件（50）と一致しない警報メッセージは選択モジュール（31、
32、33）へ供給されることができ、規則ベースの評価にしたがってディスプレイモジュー
ル（41、42、43…4n）への割当てについて一致をチェックされることができ、提示の目的
で前記関連されるディスプレイモジュール（41、42、43…4n）へ対応して送信されること
ができることを特徴とする請求項１又は２記載の警報管理装置。
【請求項４】
　少なくとも１つの警報チャンネル（K1、K2、K3）はｅメールまたはＳＭＳにより電子メ
ッセージ送信にリンクされることを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項記載の警報
管理システム。
【請求項５】
　前記警報メッセージは測定された値、プロセス変数および／または技術設備または技術
プロセスの状態メッセージから形成されることを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１
項記載の警報管理システム。
【請求項６】
　前記ディスプレイモジュール（41、42、43…4n）の１つへの割当てに関する境界条件（
50）は前記設備の前記制御室における信号量と、規定された時間期間内で表示されること
ができる警報メッセージの最大数および／または高い優先順位の警報メッセージの前もっ
て規定された数であることを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項記載の警報管理シ
ステム。
【請求項７】
　前記ディスプレイモジュール（41、42、43…4n）の１つへの割当てに関する前記境界条
件（50）は係属中の警報メッセージに関して送信されることができるＳＭＳまたはｅメー
ルの予め決定された数であることを特徴とする請求項１乃至６のいずれか１項記載の警報
管理システム。
【請求項８】
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　チャンネル（K1、K2、K3）はデータ処理装置の１つにより形成される制御室に対して作
成され、そのチャンネルが規定する前記境界条件（50）は、先に規定された優先順位の係
属中の警報メッセージの先に規定された数が表示されることができおよび／または制御室
で音響的に通報されることができることであることを特徴とする請求項１乃至７のいずれ
か１項記載の警報管理システム。
【請求項９】
　前記規則ベースの評価は、以下の条件にしたがって脱出規則によって実行され、前記条
件は、
　－前記警報メッセージは第１の作業員に対してＳＭＳの形態で警報メッセージを提示す
ることを意図されている第１のチャンネルを意図されており、前記第１のチャンネル１が
利用可能ではないか、或いは前記第１のチャンネルが係属中の警報メッセージの先に規定
された数を表示した結果として過剰負担されているならば、前記警報メッセージはチャン
ネル２へ転送されることを特徴とする請求項１乃至８のいずれか１項記載の警報管理シス
テム。
【請求項１０】
　規則ベースの評価は以下の条件にしたがって脱出規則により実行され、前記条件は、
　－３以上の高い優先順位の警報がチャンネル（K1、K2、K3）で係属中であるならば、低
い優先順位を有する全ての係属中の警報メッセージは例えばアーカイブおよび／またはそ
の後の評価及び解析のために中間バッファへ送信されることを特徴とする請求項１乃至９
のいずれか１項記載の警報管理システム。
【請求項１１】
　技術的設備または技術的プロセスの警報メッセージを管理する方法であって、前記警報
メッセージはディスプレイモジュール（41、42、43…4n）を使用し、前記警報メッセージ
へアクセスするデータ処理装置を使用して提示される前記方法において、
　前記警報チャンネル（K1、K2、K3）は前記それぞれの係属中の警報メッセージの異なる
タイプの提示のために作成され、前記作成された各前記警報チャンネル（K1、K2、K3）は
それぞれ前記ディスプレイモジュール（41、42、43…4n）の１つへ割当てられており、前
記ディスプレイモジュール（41、42、43…4n）はリストおよび／または警報クラウド、お
よび／または音響信号および／または警報経歴を伴った提示の形態で前記係属中の警報メ
ッセージについての提示タイプを提供することを特徴とする方法。
【請求項１２】
　前記作成された警報チャンネル（K1、K2、K3）は前記警報メッセージを前記ディスプレ
イモジュール（41、42、43…4n）へ送信するための通信チャンネルの形態であることを特
徴とする請求項１１記載の方法。
【請求項１３】
　前記対応するディスプレイモジュール（41、42、43…4n）への割当てに関する境界条件
（50）は前記作成されたチャンネル（K1、K2、K3）でそれぞれ規定され、前記警報メッセ
ージは各チャンネル（K1、K2、K3）で一致について前記関連される境界条件（50）と比較
され、前記それぞれのチャンネル（K1、K2、K3）の前記関連される境界条件（50）と一致
する警報メッセージは提示の目的で前記それぞれのチャンネル（K1、K2、K3）の前記対応
するディスプレイモジュール（41、42、43…4n）へ供給され、前記対応するディスプレイ
モジュール（41、42、43…4n）への割当てに関する前記関連される境界条件（50）と一致
しない警報メッセージは選択モジュール（31、32、33）へ供給され、規則ベースの評価に
したがってディスプレイモジュール（41、42、43…4n）への割当てについて一致をチェッ
クされ、提示の目的で前記関連されるディスプレイモジュール（41、42、43…4n）へ対応
して送信されることを特徴とする請求項１１又は１２記載の方法。
【請求項１４】
　少なくとも１つの警報チャンネル（K1、K2、K3）はｅメールまたはＳＭＳにより電子メ
ッセージ送信にリンクされることを特徴とする請求項１１乃至１３のいずれか１項記載の
方法。
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【請求項１５】
　前記警報メッセージは測定された値、プロセス変数および／または技術設備または技術
プロセスの状態メッセージから形成されることを特徴とする請求項１１乃至１４のいずれ
か１項記載の方法。
【請求項１６】
　前記ディスプレイモジュール（41、42、43…4n）の１つへの割当てに関する前記境界条
件（50）は、前記設備の前記制御室における信号量と、規定された時間期間内で表示され
ることができる警報メッセージの最大数および／または高い優先順位の警報メッセージの
前もって規定された数から形成されることを特徴とする請求項１１乃至１５のいずれか１
項記載の方法。
【請求項１７】
　前記ディスプレイモジュール（41、42、43…4n）の１つへの割当てに関する前記境界条
件（50）は、係属中の警報メッセージに関して送信されることができるＳＭＳまたはｅメ
ールの数により形成されることを特徴とする請求項１１乃至１６のいずれか１項記載の方
法。
【請求項１８】
　チャンネル（K1、K2、K3）はデータ処理装置の１つにより形成される制御室に対して作
成され、そのチャンネルが規定する前記境界条件（50）は、先に規定された優先順位の係
属中の警報メッセージの先に規定された数が表示されることができおよび／または制御室
で音響的に通報されることができることであることを特徴とする請求項１１乃至１７のい
ずれか１項記載の方法。
【請求項１９】
　前記規則ベースの評価は以下の条件にしたがって脱出規則によって実行され、前記条件
は、
　－前記警報メッセージが第１の作業員に対してＳＭＳの形態で警報メッセージを提示す
ることを意図されている第１のチャンネルを意図されており、前記第１のチャンネル１が
利用可能ではないか、或いは前記第１のチャンネルが係属中の警報メッセージの先に規定
された数を表示した結果として過剰負担されているならば、前記警報メッセージはチャン
ネル２へ転送され、および／または
　－３以上の高い優先順位の警報が前記チャンネルで係属中であるならば、低い優先順位
を有する全ての係属中の警報メッセージは例えばアーカイブおよび／またはその後の評価
及び解析のために中間バッファへ送信されることを特徴とする請求項１１乃至１８のいず
れか１項記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は警報管理システムと、測定された値、プロセス変数および／または技術的設備
または技術的プロセスの状態メッセージを含む警報メッセージの管理方法とに関し、特に
発電所その他の大規模な技術的設備においてプロセスの警報をグラフィックに提示するの
に適している。
【背景技術】
【０００２】
　警報システムは例えば発電所の設備または製造設備等、技術的設備の監視システム又は
制御システムの臨界的な装置であり、即座の介入を要する設備またはプロセス状態を検出
するための作業員に対する重要な補助手段である。設備又はプロセス状態を決定し表示す
るための警報システムの動作方法は警報メッセージによって、即ち例えばプロセス変数の
規定された限度値によって決定される。設備の作業員には広範囲の方法でこれらの警報メ
ッセージが与えられる。
【０００３】
　いわゆる警報パネルはグラフィカル提示内の規定された流域を各警報メッセージに割り



(5) JP 2012-527022 A 2012.11.1

10

20

30

40

50

当てるために使用される。この警報メッセージに割り当てられた限度値が超過され、また
は到達に近づいたならば、例えば領域の色が変化しまたは領域の点滅が開始される。
【０００４】
　従来技術から知られている提示のさらに別のタイプは、係属中の警報メッセージをリス
トするためのリストの使用であり、それぞれの新しい警報は連続的にリストの最初又は最
後に付加されている。この場合、作業員によってまだ認識されていない警報は色でマーク
され、或いは点滅する信号を使用して通報される。それらの優先順位に関して警報メッセ
ージを示すため、異なるフォントの色が警報メッセージのそれぞれの優先順位で使用され
、音響信号が高い優先順位の警報メッセージで使用されるが、前記信号は長期的には無視
できない程度の雑音を発生する。
【０００５】
　ＳＭＳサービスまたはｅメールを使用して設備の作業員へ通知する構成も従来技術から
知られている。しかしながらこの形態の通知は警報メッセージがある数を超えないときに
のみ使用されることができるが、これは大規模の技術的設備では多くは当てはまらない。
【０００６】
　大規模の技術的設備で警報を提示する前述の方法は係属する警報メッセージ間の時間的
な関係を識別することを全く可能にせず、或いはこのことを可能にしても困難が伴う。多
量の警報により、設備の作業員は急速に過剰の負担がかかり、適時に所要の措置に応答で
きない。音響信号とＳＭＳとｅメール通知を使用するメッセージはしばしばスイッチをオ
フにされ、その理由はそうしなければそれぞれのサービスは多数の係属する警報メッセー
ジにより過剰負担となるからである。
【発明の概要】
【０００７】
　それ故、本発明は警報管理システムと、測定された値、プロセス変数および／または技
術的設備又は技術的プロセスの状態メッセージを含む警報を管理する方法とを特定する目
的に基づいており、その結果従来技術の前述の欠点が克服され、このことは特に発電所お
よびその他の大規模の技術的設備において明白にグラフィックにプロセス警報を提示する
のに適している。
【０００８】
　この目的は本発明によって、請求項１に特定されている特徴を有する警報管理システム
により実現される。本発明による警報管理システムおよび対応する技術的設備又は技術的
プロセスの警報メッセージをグラフィックに提示する方法の有効な改善及び改良はさらに
その他の請求項及び明細書に特定されている。
【０００９】
　測定された値、プロセス変数、および／または技術的設備又は技術的プロセスの状態メ
ッセージを含む警報を管理するための本発明による警報管理システムは、警報メッセージ
が供給されることができディスプレイモジュールを使用して提示されることができるデー
タ処理装置を具備している。
【００１０】
　データ処理装置はそれぞれ係属中の警報メッセージの異なるタイプの提示用の警報チャ
ンネルを作成するモジュールを有し、それぞれモジュールを使用して作成される警報チャ
ンネルはディスプレイモジュールの１つに割当てられる。作成された警報チャンネルは警
報メッセージをディスプレイモジュールへ送信する通信チャンネルの形態である。
【００１１】
　この場合、警報は例えばリストの形態および／または音響信号を伴って提示されること
ができる。警報チャンネルはまたｅメールまたはＳＭＳによる電子メッセージ送信へリン
クされることもでき、その結果として技術的設備又は技術的プロセスの作業員が制御シス
テムまたは設備の制御室の外であってもその作業員に割り当てられた警報メッセージを受
信および／または評価することを有効に可能にする。
【００１２】
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　対応するディスプレイモジュールへの割当てに関する境界条件はそれぞれ作成されたチ
ャンネルに割当てられる。音響信号を提示するためのチャンネルの例示的な境界条件は例
えば、設備の制御室における信号量である。例えば規定された時間期間内で表示されるこ
とができる警報メッセージの最大数および／または高い優先順位の警報メッセージの予め
規定された数が境界条件として、リストの形態で警報メッセージを提示するための作成さ
れたチャンネルに割当てられる。係属中の警報メッセージに関する限定された数のＳＭＳ
またはｅメールが就業日内で設備作業員に送信され表示される事実もそれぞれのチャンネ
ルの境界条件として規定されることもできる。
【００１３】
　本発明による１つの例示的な実施形態はデータ処理装置のうちの１つにより形成される
制御室について作成されるチャンネルを与え、そのチャンネルが規定する境界条件は例え
ば最大で２つの低い優先順位の警報メッセージが制御室で表示されおよび／または音響的
に通報されることである。
【００１４】
　本発明は各チャンネルに対して比較モジュールを使用して一致について関連される境界
条件と比較される警報メッセージを提供する。それぞれのチャンネルの予め規定された境
界条件と一致する警報メッセージは提示の目的でそれぞれのチャンネルの対応するディス
プレイモジュールに供給されることができる。対応するディスプレイモジュールへの割当
てに関して関連される境界条件に一致しない警報メッセージは選択モジュールに供給され
ることができ、それぞれのディスプレイモジュールへの割当てについて先に規定された脱
出規則との一致をチェックされることができ、脱出規則にそれぞれ規定されている条件に
したがって提示の目的で、対応するディスプレイモジュールへ送信されることができる。
【００１５】
　脱出規則は先に作成されたチャンネルのうちの１つへ供給されることができる警報メッ
セージが存在しないという条件を規定する。
【００１６】
　例えば、規則ベースの評価は以下の条件にしたがって脱出規則により実行されることが
できる：
　－作業員１に対してＳＭＳの形態で警報メッセージを提示することを意図されているチ
ャンネル１を使用する。　
　－チャンネル１が利用可能ではないか、或いは非常に多くの警報メッセージを表示する
結果として過剰負担であるならば、警報メッセージはそれをチャンネル２へ転送されるよ
うに意図され、チャンネル２は作業員２についてＳＭＳの形態で警報メッセージを提示す
ることを意図される。　
　－チャンネル２が利用可能ではないならば、警報メッセージは制御室へ通報されそこで
表示されることを意図される。
【００１７】
　以下の条件は脱出規則の別の例を記述している。　
　－３以上の高い優先順位の警報が対応するチャンネルで係属中であるならば、低い優先
順位を有する全ての係属中の警報メッセージは例えばアーカイブおよび／またはその後の
評価及び解析のために中間バッファへ送信される。
【００１８】
　本発明による警報管理システムによって、対応するチャンネルにそれぞれ割当てられて
いるディスプレイモジュールの観察者は、彼らがディスプレイモジュール上の警報メッセ
ージを受信するだけであり、前記メッセージを適時に処理することも可能であり、必要な
措置によって前記メッセージに応答できるので、特に多量の係属中の警報メッセージが存
在するときでさえも、もはや過剰負担状態ではない。
【００１９】
　さらに、目的のセットは、測定された値、プロセス変数および／または技術的設備又は
技術的プロセスの状態メッセージを含む警報メッセージを管理する方法によっても実現さ



(7) JP 2012-527022 A 2012.11.1

10

20

30

40

50

れ、警報メッセージはディスプレイモジュールを使用して提示される。本発明による方法
はデータ処理装置を使用して実行され、そのデータ処理装置はプロセス又は設備から警報
メッセージへのアクセスを有する。
【００２０】
　本発明による方法によれば、警報チャンネルは異なるタイプのそれぞれ係属中の警報メ
ッセージの提示について作成され、それぞれの作成された警報チャンネルはそれぞれ異な
るタイプの提示についてのディスプレイモジュールの１つへ割当てられ、ディスプレイモ
ジュールはリスト、警報クラウド、音響信号および／または警報経歴を伴った提示の形態
で係属中の警報メッセージに対する提示タイプを提供する。
【００２１】
　本発明による方法のシーケンスは以下説明する方法ステップを使用して説明される。
【００２２】
　第１のステップでは、警報チャンネルはそれぞれの係属中の警報メッセージの異なるタ
イプの提示について作成され、異なるタイプの提示について作成された警報チャンネルは
それぞれ対応するディスプレイモジュールに割当てられる。
【００２３】
　第２のステップでは、対応するディスプレイモジュールへの割当てに関する境界条件は
それぞれ作成されたチャンネルについて規定され、第３のステップでは係属中の警報メッ
セージは各チャンネルの一致について関連される境界条件と比較される。
【００２４】
　第４の方法ステップでは、各チャンネルの関連される境界条件と一致する警報メッセー
ジは表示の目的で各チャンネルの対応するディスプレイモジュールに供給される。
【００２５】
　対応するディスプレイモジュールへの割当てに関して関連される境界条件と一致しない
警報メッセージは、さらに別のステップで選択モジュールへ供給され、それぞれのディス
プレイモジュールへの割当てるための先に規定された脱出規則との一致をチェックされる
。
【００２６】
　最後のステップでは、先行するステップで脱出規則によりチェックされた警報メッセー
ジは脱出規則でそれぞれ規定された条件にしたがって提示の目的で対応するディスプレイ
モジュールへ送信される。
【００２７】
　本発明及びその利点と改善を図面で示されている例示的な実施形態を使用して以下さら
に説明する。　
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】係属中の警報メッセージを管理するための例示的なシステムを示す図である。
【図２】警報クラウドを使用して警報メッセージを提示するための例示的な表示モジュー
ルを示す図である。
【図３】係属中の警報の時間プロフィールを示す警報記録を使用して係属中の警報メッセ
ージを提示するための別のディスプレイモジュールを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
　図１は発電所の設備の警報メッセージへアクセスする例示的な警報管理システム１を示
している。
【００３０】
　警報メッセージは、例えばデータ処理装置から、測定された値、プロセス変数および／
または発電所の設備の状態メッセージを含む係属中の警報メッセージを管理するための本
発明によるシステム１に与えられることができ、ディスプレイモジュール41、42、43、44
を具備する表示装置40を使用して提示されることができる。
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【００３１】
　本発明による警報管理システム１は警報チャンネルを作成するためのモジュール10を具
備している。モジュール10を使用して作成された警報チャンネルK1、K2、K3、…Knはそれ
ぞれ係属している警報メッセージの異なる提示タイプ用に設定され、異なる提示タイプの
ための警報チャンネルK1、K2、K3、…Knはそれぞれ表示装置40の対応するディスプレイモ
ジュール41、42、43、…4nに割当てられることができる。第１のチャンネルK1に割当てら
れることができる警報メッセージは例えば第１の作成されたチャンネルK1に対してリスト
の形態で提示され、第２のチャンネルK2に割当てられることができる警報メッセージは例
えば第２の作成されたチャンネルK2に対して音響を伴う警報表示の形態で提示される。
【００３２】
　対応するディスプレイモジュール41、42、43、…4nへの割当てに関する（以下、属性と
も呼ぶ）境界条件50は本発明による方法にしたがって作成されたチャンネルK1、K2、K3、
…Knに対して規定される。例えば異なるフォントサイズおよび／または異なる色が関連さ
れる警報メッセージを表示するために第１のチャンネルK1に割当てられ、異なるボリュー
ムが境界条件50としてそれぞれ係属している警報メッセージの優先順位に基づいて第２の
チャンネルK2へ割当てられる。
【００３３】
　各チャンネルK1、K2、K3、…Knでは、警報メッセージは警報管理システム１で一体化さ
れた比較モジュール21、22、23を使用して一致について関連される境界条件50と比較され
る。
【００３４】
　それぞれのチャンネルK1、K2、K3、…Knの関連される境界条件50と一致する警報メッセ
ージは、例えば第１のチャンネルK1について境界条件50と一致する第１の警報メッセージ
が第１のディスプレイモジュール41により提示されるという効果に対する提示の目的で、
それぞれのチャンネルの対応するディスプレイモジュール41、42、43、…4nに供給される
ことができる。
【００３５】
　対応するディスプレイモジュール41、42、43、…4nへの割当てに関して関連される境界
条件50と一致しない警報メッセージは選択モジュール31、32、33に供給されることができ
、それぞれのディスプレイモジュール41、42、43、…4nへの割当てのため先に規定された
脱出規則との一致をチェックされ、チェックの結果および脱出規則でそれぞれ規定された
条件にしたがって提示のために対応するディスプレイモジュール41、42、43、…4nへ送信
されることができる。例えば実際に第２のチャンネルK2を意図されている第２の警報メッ
セージは第２のチャンネルK2の一時的な過剰負担の理由で第２のディスプレイモジュール
42に割当てられるのではなく、係属中の警報メッセージに対する受信容量が予め規定され
た脱出規則にしたがってまだ到達されていないさらに別のディスプレイモジュール44に送
信される。
【００３６】
　図２はいわゆる警報クラウド100を使用して発電所の制御室又は制御システム中の警報
を視覚化するための例示的なディスプレイモジュールを示している。
【００３７】
　ディスプレイモジュール41、42、43、44上の警報クラウドの形態の警報メッセージの提
示タイプは以下の境界条件50を与え、例えばシーケンス、フォントサイズ、フォントカラ
ー、フォントの透明度、対応する警報メッセージのフォントの点滅である。本発明によれ
ば、これらの境界条件50は任意の所望な方法で警報の特性、例えばそれらの優先順位、最
新度、メッセージに対する応答が与えられるべき時間フレーム、または警報が既に付勢さ
れている頻度にリンクされることができる。
【００３８】
　シーケンス、特にメッセージの優先順位を示すための特定の色、および／または表示さ
れた警報メッセージを承認することをリクエストする点滅だけが提示のタイプとして通常
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ージのフォントサイズおよびフォントの透明度が有効に視覚化されることができる。デー
タ処理装置のスクリーン上のカーソルが対応するフィールドまたはスクリーン上の対応す
る領域上を誘導されるならば、または対応するエントリがクリックされるか選択されるな
らば、警報に関係する詳細な情報は例えば表示される時間的なウィンドウの形態でリクエ
ストに応じて利用可能にされることができる。
【００３９】
　係属中の警報メッセージは例えばリストでそれらの優先順位にしたがって分類され、そ
の後、先に規定された境界条件50にしたがって大きい面積のウィンドウ110の形態で表示
される。
【００４０】
　個々に異なる加重にされた警報メッセージは、リストの形態、それらの提示のサイズ、
または色のハイライトによりディスプレイモジュール41で提示される事実もまた境界条件
50として規定されることもできる。
【００４１】
　図３は係属中の警報の継続期間および時間的関係または時間的プロフィールを示す警報
記録200により係属中の警報メッセージを提示するための別の例示的なディスプレイモジ
ュールを示している。図３による警報の提示は警報経歴とも呼ばれる。
【００４２】
　示されている提示では、かなり良好な方法で、例えば複数の警報が同時に生じたかおよ
び／または短時間だけアクチブであるかを見分けることが可能である。さらに、優先順位
、状態または継続期間のような異なる条件は異なる色および輝度により直観的に視覚化さ
れることができる。線の幅は究極のケースでは１画素に限定されることができるので、多
数の警報が視覚化されることもできる。さらに、警報の名称、時間スタンプまたは警報の
説明文のようなさらに詳細が拡大鏡とも呼ばれる移動可能な拡大装置210を使用して利用
可能にされることもできる。
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